
議会だより
９月定例会 No.145

平成30年10月19日

町花：山百合

エキシビジョンマッチにおいて古殿ミニバスと
小田倉（西郷村）が対戦しました

古殿町民体育館開館記念事業
「福島ファイヤーボンズ・プレシーズンゲーム」
（９月23日 やぶさめアリーナ）

平成29年度会計の決算を認定  ��������� ２

可決した条例等���������������� ６

一般質問：人口減少への対策など６議員が12問 � ８

追跡レポート：図書館の土日開館 �������� 15
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９ 月 定 例 会９ 月 定 例 会

69億2千万円を認定

　
決
算
審
査
意
見 　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
監
査
委
員　

薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員　

鈴　
木　
一　
郎

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
健

全
財
政
を
堅
持
し
た
。
歳
出
総
額
で
、
前
年
度
比
4.7
％
に

あ
た
る
２
億
２
６
４
９
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。
町
民
第

１
体
育
館
建
設
工
事
や
、
石
川
消
防
署
古
殿
分
署
新
施
設

用
地
等
整
備
工
事
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　
地
方
債
は
、
平
成
29
年
度
末
現
在
高
53
億
５
３
８
９
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
２
億
２
０
８
６
万
円
増
加
し
て
い
る
。

可
能
な
限
り
繰
り
上
げ
償
還
も
検
討
願
い
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
90
件
１
９
５
万
円
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
返
礼
品
は
喜
ば
れ
る
特

産
品
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

主な事業

町民第１体育館建設事業
（平成28･29年度継続費）

石川消防署古殿分署新施設用地等整備事業
（平成28年度繰越）

国県支出金（10.3％）
5億3,350万円

町税（10.5％）
5億4,313万円

繰越金（7％）
3億6,469万円

使用料等（0.6％）
3,228万円

その他（2.7％）
1億4,191万円

地方債（14.9％）
7億7,267万円

地方交付税（39.1％）
20億2,530万円

譲与税等（3.2％）
1億6,497万円

ふるさと納税事業

歳入合計
51億8,448万円

お
詫
び
と
訂
正

　
１
４
４
号
の
２
ペ
ー
ジ
中
見
出
し

で
、「
国
保
税
１
人
あ
た
り
平
均
約

１
１
２
６
円
の
減
額
」
と
あ
り
ま
し

た
が
「
1
万
６
９
７
円
の
減
額
」
に

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
議
会
が
決
め
た
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と

も
に
、
行
政
効
果
を
住
民
に
代

わ
っ
て
評
価
す
る
も
の
。

（
議
員
必
携
よ
り
）

決
算
の
意
義

0　　　　　　　　　 　15 30(％）

繰入金（11.7％）
　6億603万円

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
29
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
や
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
追

加
議
案
と
し
て
教
育
委
員
会
委
員
の
人
事
案
件
を
含
む
15
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（返礼品の一例）
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平成29年度総決算額

道路改良事業
町道浪滝石神線

定住促進対策事業
（子育て世代・若者世帯への住宅取得支援）

三株山頂富士見台建築事業

議会費（1.5％）
7,558万円

総務費（13％）
6億5,797万円

農林水産業費（13.7％）
6億9,448万円

消防費（3.7％）
1億8,751万円

労働費（0.0％）
10万円

衛生費（4.2％）
2億1,405万円

商工費（1.3％）
6,472万円

公債費（11.4％）
5億7,486万円

土木費（7.6％）
3億8,468万円

民生費（17.1％）
8億6,688万円

教育費（26.5％）
13億4,437万円

歳出合計
50億6,520万円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額） 採決の結果

一　般　会　計 51 億８，４４８万円 ５０億６，５２０万円 ３，６３５万円 認定（９対２）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ７億３，６２９万円 ７億１２万円 ４，８３８万円 認定（全員賛成）
簡 易 水 道 ８，３７４万円 ８，２３９万円 １８１万円 認定（全員賛成）
農業集落排水事業 ７，７３９万円 ７，５１０万円 ２９９万円 認定（全員賛成）
林業集落排水事業 ２，６６１万円 ２，５５３万円 １万円 認定（全員賛成）
介  護  保  険 ７億５，３９１万円 ７億２，６０１万円 ３７１万円 認定（全員賛成）
後 期 高 齢 者 医 療 ６，０７０万円 ６，０５９万円 ３０万円 認定（全員賛成）
合　　計 ６９億２，３１２万円 ６７億３，４９４万円 ９，３55万円
前 年 対 比 99.3% 103.5% 100.3%

各
会
計
の
決
算
状
況
と
採
決
結
果

（
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

20(％）　　　　　　　　10 ０
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一
般
会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
は
歳
入
51
億
８
４

４
８
万
円
、
歳
出
は
50
億
６
５
２
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
１
億
１
９

２
８
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の

財
源
４
０
４
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
、
７
８
８
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
定
住
人
口
の
増
加

と
い
う
言
葉
が
何
度
も
使
わ
れ
な
が
ら
、
雇
用

関
連
の
施
策
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
や
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
声
、
議
員
の
声
に
耳

を
傾
け
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
反
対
し

ま
す
。

岡
部　
淳
一 

議
員

反
対

　
町
民
体
育
館
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
の
か
、
交
流
人
口
拡
大
の
起
爆

剤
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
一
貫
し
て
異
を
唱
え

て
き
ま
し
た
。
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ
は
町
の
活

性
化
に
大
い
に
資
す
る
と
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
私
の
現
在
ま
で
の
立
場
か
ら
反
対

し
ま
す
。

反
対
野
崎　
喜
彦 

議
員

　
歳
入
・
歳
出
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予

算
お
よ
び
補
正
予
算
で
議
決
さ
れ
た
予
算
の
決

算
で
あ
り
ま
す
。
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
で

実
質
収
支
は
黒
字
で
あ
り
、
引
き
続
き
所
要
の

財
源
確
保
と
効
率
的
な
財
政
運
営
、
経
費
の
節

減
等
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
し
ま

す
。

緑
川　
栄
一 

議
員

賛
成

賛
成 

９

反
対 

２

採
決

可
決

論
討

疑
質

平成29年度会計決算認定審議平成29年度会計決算認定審議
Q 

町
民
体
育
館
で
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ

た
今
の
手
応
え
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A 

今
年
度
は
町
で
依
頼
し
て
い
る
事
業
が
多

い
の
で
す
が
、
体
育
館
そ
の
も
の
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
の
問

合
せ
も
あ
り
、
何
件
か
は
継
続
的
な
利
用
の
可

能
性
を
感
じ
ま
す
。

Q 

固
定
資
産
税
１
３
７
万
円
の
不
納
欠
損
額

が
発
生
し
た
理
由
は
。

A 

法
人
等
で
倒
産
し
た
り
、
個
人
で
資
力
が

な
く
、
今
後
も
滞
納
が
解
消
で
き
な
い
案
件
で

時
効
が
成
立
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
不
納
欠
損

と
な
り
ま
し
た
。

Q 

が
ん
ば
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
交
付
金

が
昨
年
に
比
べ
て
大
き
く
増
額
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

A 

申
請
団
体
が
平
成
28
年
度
は
16
件
で
、
29

年
度
は
22
件
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
補

助
金
交
付
要
綱
が
平
成
30
年
度
ま
で
な
の
で
、

平
成
31
年
度
以
降
は
今
ま
で
の
実
績
を
精
査
し

て
検
討
し
ま
す
。

Q 

各
検
診
に
つ
い
て
受
診
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
の
か
。

A 

子
宮
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
平
成

28
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
、
胃
が
ん
に
つ
き
ま
し
て

は
内
視
鏡
検
査
の
実
施
も
あ
り
、
若
干
増
え
て

い
ま
す
。
受
診
の
再
勧
奨
を
し
て
受
診
率
を
上

げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

Q 
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
目
標
は
あ
る
の

か
。A 

基
本
的
に
は
年
間
15
基
を
目
標
に
現
在
進

め
て
お
り
、
対
象
エ
リ
ア
の
人
口
で
約
55
％
の

設
置
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

大
原
木
材
加
工
施
設
で
ど
の
く
ら
い
の
利

用
が
あ
っ
た
の
か
。

A 

バ
イ
オ
乾
燥
機
は
２
社
の
利
用
、
強
靱
化

木
材
製
造
用
プ
ー
ル
は
１
社
の
利
用
、
合
わ
せ

て
５
万
円
弱
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
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継続
公開

わが町の
貯金と借金

一般会計分

会　計　別 収入未済額の内訳

一 般 会 計

町 税 2,827 万円 

保 育 料 110 万円 

給 食 費 18 万円 

住 宅 使 用 料 642 万円 

負担金・貸付料等 38 万円 

特
別
会
計

国民健康保険 保 険 税 4,838 万円 

簡 易 水 道 使 用 料 181 万円 

集 落 排 水 使 用 料 300 万円 

介 護 保 険 保 険 料 371 万円 

後期高齢者医療 保 険 料 30 万円

合　　　　計 9,355万円

税
金
･
使
用
料

�
の
滞
納
額

区　　　分 29年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 4,725万円 △324万円 50%

公営住宅建設債 2,599万円 △506万円 0%

災害復旧事業債 632万円 △394万円 ～95％

義務教育整備債 540万円 △304万円 ～70％

一般単独事業債 4,360万円 △1,765万円 ～50％

過疎対策事業債 30億9,215万円 2億7,437万円 70%

辺地対策事業債 7億2,929万円 5,430万円 80%

財 源 対 策 債 329万円 △295万円 100%

臨時財政特例債 0万円 △387万円 100%

減 税 補 て ん 債 1,398万円 △445万円 100%

臨時税収補てん債 0万円 △133万円 100%

臨時財政対策債 13億8,659万円 △6,225万円 100%

計 53億5,386万円 2億2,089万円

区　　　分 29年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 10億2,345万円 2,291万円

減 債 基 金 6億6,917万円 18万円

文教厚生施設等基金 10億8,136万円 △3億7,910万円

ふるさと創生基金 3,658万円 △3,552万円

さわやか福祉基金 1億5,425万円 0

計 29億6,481万円 △3億9,153万円

区　　　分 29年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 0

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 69万円

奨　学　基　金 7,053万円 177万円

計 2億2,553万円 246万円

借金の種類 借入金は元金です。 貯金の種類 積 立 基 金

運 用 基 金

（１万円未満切り捨て、端数処理あり）
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
５
３
万
円
を
増
額
し

総
額
44
億
３
８
６
３
万
円
と
す
る
補
正
予
算
。
６

次
化
商
品
開
発
関
係
経
費
な
ど
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
委
託
料
が
６
８
０
万
円
、
飲
料
水
確
保
対

策
事
業
補
助
金
１
５
０
万
円
、
簡
易
水
道
特
別
会

計
に
お
い
て
本
管
布
設
替
え
工
事
を
行
う
た
め
繰

出
金
３
８
８
万
円
な
ど
の
増
額
が
主
な
も
の
。
ま

た
一
般
会
計
決
算
に
伴
い
繰
越
金
２
８
８
２
万
円

な
ど
の
歳
入
予
算
が
増
額
し
ま
す
。

Q 

地
方
創
生
推
進
交
付
金
委
託
料
の
具
体
的
な

内
容
と
は
何
か
。

A 
道
の
駅
ふ
る
ど
の
の
販
売
力
強
化
の
基
盤
を

構
築
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
調
査
や
整
備
、
６
次

化
商
品
の
開
発
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
販
売
状
況

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
お
ふ
く
ろ
の
駅
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
観
光
資
源
を
活
用

し
た
誘
客
促
進
の
た
め
の
基
礎
調
査
な
ど
を
本
年

度
予
定
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
を
中
心
と
し
た
委

託
事
業
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
第
２
次
補
正
予
算

審
議
議
案

古
殿
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

疑
質

Q 

大
豆
ミ
ー
ト
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
あ
る
が

今
ま
で
の
状
況
は
。

A 

給
食
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
模
索
し
て
い
き

ま
す
が
、
県
内
の
大
口
販
路
は
給
食
と
な
り
ま
す
。

Q 

飲
料
水
確
保
対
策
事
業
補
助
金
の
申
請
が
相

当
数
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

A 

当
初
５
件
で
予
算
計
上
し
ま
し
た
が
、
既
に

５
件
の
申
請
が
あ
り
、
相
談
も
４
件
あ
る
こ
と
か

ら
補
正
し
ま
し
た
。

Q 

道
路
維
持
補
修
工
事
の
内
容
は
。

A 

大
久
田
地
内
の
林
道
茗
荷
線
の
法
面
復
旧
工

事
で
、
今
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
設
計
額
が

確
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
を
実
施
す
る
た

め
の
補
正
で
す
。

可
決
さ
れ
た
条
例
等
（
抜
粋
）

可 決 し た 主 な  条 例 等 ・ 予 算
個
人
住
民
税

（
平
成
33
年
度
か
ら
適
用
）

◎
課
税
基
準
額
の
引
き
上
げ

① 

障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
お
よ
び
寡

夫
に
対
す
る
非
課
税
措
置
の
所
得
要
件

の
引
き
上
げ
。

② 

均
等
割
お
よ
び
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
。

◎
基
礎
控
除
等
の
見
直
し

　
合
計
所
得
金
額
が
２
５
０
０
万
円
を
超

え
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
、

基
礎
控
除
お
よ
び
調
整
控
除
を
適
用
し
な

い
。

た
ば
こ
税

（
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

◎
税
率
の
改
正

　
紙
巻
た
ば
こ
１
本
あ
た
り
１
・
29
円
の
増

税
。
３
段
階
に
分
け
て
実
施
し
、
国
・
県
の

た
ば
こ
税
も
含
め
る
と
１
本
あ
た
り
３
円
の

増
税
と
な
る
。

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

人
事
案
件

渡
邉　
家
伸 

さ
ん

住　
所　
松
川
字
横
川

任　
期　
平
成
34
年
10
月
７
日

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
渡
邉
家
伸
さ

ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
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可 決 し た 主 な  条 例 等 ・ 予 算
◎�

国
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ

い
て
の
請
願

　
　
　
請
願
者　
新
日
本
婦
人
の
会

　
　
　
福
島
県
本
部　
会
長　
井
上　
裕
子

　
　
　
紹
介
議
員　
　
岡
部　
淳
一
議
員

請
願
の
採
択

新しくなった三株山頂富士見台の現地視察戦略的産地づくり総合支援事業で導入されたハウスの現地視察

総務常任委員会産業建設常任委員会

総
務
常
任
委
員
会
報
告　
不
採
択
に
対
し
て

　
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
国
に
求

め
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
設
置
者

で
あ
る
町
が
主
体
的
に
行
う
べ
き
も
の
で
す
。

町
が
全
体
の
子
育
て
支
援
の
施
策
の
な
か
で

主
体
的
に
決
定
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え

不
採
択
に
賛
成
し
ま
す
。

　
国
が
教
育
の
一
環
と
し
て
食
育
を
進
め
て

い
る
た
め
、
国
や
県
も
そ
の
責
任
が
あ
り
ま

す
。
町
が
給
食
費
の
無
料
化
を
進
め
る
の
は

賛
成
で
す
が
、
同
時
に
国
や
県
に
求
め
る
こ

と
も
議
員
の
責
務
で
あ
り
、
不
採
択
に
同
意

で
き
ま
せ
ん
。審

査
の
結
果

論
討

◎�

県
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ

い
て
の
請
願

　
　
　
請
願
者　
新
日
本
婦
人
の
会

　
　
　
福
島
県
本
部　
会
長　
井
上　
裕
子

　
　
　
紹
介
議
員　
　
岡
部　
淳
一
議
員

総
務
常
任
委
員
会
報
告　
不
採
択
に
対
し
て

　
町
で
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
こ
ど
も

園
で
の
保
育
に
か
か
る
部
分
の
無
料
措
置
な

ど
、
様
々
な
支
援
策
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
町
が
主
体
的
に
決
定
す
べ
き
と
考
え

不
採
択
に
賛
成
し
ま
す
。

　
給
食
費
の
問
題
は
全
国
的
な
流
れ
で
あ
り

国
や
県
が
そ
の
方
向
性
を
定
め
る
べ
き
で
す
。

　
国
会
で
も
給
食
費
は
食
材
料
費
等
も
含
ま

れ
た
無
料
化
が
論
議
さ
れ
て
お
り
、
不
採
択

に
同
意
で
き
ま
せ
ん
。

論
討

常
任
委
員
会
の
活
動

審
査
の
結
果

不
採
択

不
採
択

岡
部　
淳
一 
議
員

不
採
択
に

反
対

鈴
木　
一
郎 

議
員

不
採
択
に

賛
成

岡
部　
淳
一 

議
員

不
採
択
に

反
対

鈴
木　
一
郎 

議
員

不
採
択
に

賛
成
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一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
９
月
12
日
に
６
人
の
議
員
が
12
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

野崎　喜彦 議員  ���������� ９
⑴　   人口減少への対策について

⑵　 有害鳥獣対策と自然環境の保全について

藁谷　直吉 議員  ����������10
⑴　町の活性化対策について

緑川　栄一 議員  ����������11
⑴　人口減少対策は

佐藤　弘信 議員  ����������12
⑴　ブックスタート事業について

⑵　「木育」の推進について

岡部　淳一 議員  ����������13
⑴　 今夏の放課後児童クラブへの対応は

⑵　 コスモス荘改築と高齢者住宅建設

⑶　   地域との共生による再生可能エネルギー問題

⑷　   高齢者支援などへの取り組み状況

佐川　勇司 議員  ����������14
⑴　地域団体の保存と地域活性支援について

⑵　学校給食無料化について

町政を質す
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求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
崎　
人
口
動
態
の
自
然
増

減
と
社
会
増
減
は
（
平
成
25

年
～
29
年
）。

町
長　
自
然
増
減
は
３
４
９

人
の
減
、
社
会
増
減
は
３
０

０
人
の
減
、
合
計
で
６
４
９

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
崎　
人
口
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
の
成
果
と
展
望
は
。

町
長　
「
子
育
て
・
教
育
」

に
関
す
る
各
種
事
業
を
展
開

し
、
若
者
の
定
着
で
き
る
環

境
を
整
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

野
崎　
人
口
減
は
、
就
労
人

口
等
の
減
少
で
税
収
減
に
よ

一 般 質 問一 般 質 問

人
口
減
少
へ
の
対
策
は

有
害
鳥
獣
対
策
と
自
然
環
境
の
保
全
は

子
育
て
支
援
策
等
を
講
じ
る

電
気
柵
に
よ
る
効
果
は
上
が
っ
て
い
る

町　
長

教
育
長

町
長

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

の
毎
年
の
発
表
に
よ
る
と
、

人
口
減
少
に
関
す
る
項
目
で

戦
後
最
大
な
ど
と
最
悪
な
状

況
を
示
す
言
葉
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
戦

後
70
年
間
で
生
ま
れ
た
子
供

の
数
は
3
分
の
1
に
ま
で
減

少
し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
我
が
町
の
人
口
も
、
５
０

０
０
人
を
割
り
込
む
こ
と
が

目
前
で
、
人
口
が
減
少
す
る

こ
と
で
様
々
な
弊
害
を
生
む

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
町

政
運
営
の
各
般
に
渡
り
将
来

を
見
据
え
た
施
策
と
対
策
が

　

今
や
、
農
業
従
事
者
は
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
深
刻
化
し
、
農
業

の
継
続
に
大
き
な
不
安
と
、

離
農
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
現
実
に
突
き
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
豊
か
な
川
に
泳
い

で
い
た
魚
影
を
見
る
こ
と
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
な

ど
、
農
村
の
風
景
や
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
と
、
食
の
基

本
を
な
す
農
業
の
基
盤
が
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
崎　
有
害
鳥
獣
対
策
の
効

り
町
財
政
の
逼
迫
が
懸
念
さ

れ
る
が
方
策
は
。

町
長　
企
業
立
地
補
助
金
の

創
設
や
求
人
情
報
を
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
児
童
・
生
徒
の
減
少

か
ら
生
じ
る
、
学
校
教
育
の

方
向
性
と
課
題
は
。

教
育
長　
子
育
て
支
援
策
等

を
講
じ
進
め
ま
す
。
競
争
意

識
の
低
下
、
人
間
関
係
な
ど

の
固
定
化
や
、
教
員
数
の
減

少
に
よ
る
教
育
活
動
の
制
限

な
ど
が
課
題
で
す
。

果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

電
気
柵
等
に
よ
り
、

農
地
へ
の
侵
入
防
止
効
果
は

上
が
っ
て
い
ま
す
。

野
崎　
鳥
獣
被
害
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
発
生
は
。

町
長　
「
被
害
が
あ
り
耕
作

を
し
な
い
、
で
き
な
い
」
と

い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
す
。

29
年
度
で
非
農
地
の
面
積
は

約
１
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
遊

休
農
地
は
約
98
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

28
年
度
に
比
べ
遊
休
農
地
は

約
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
て

い
ま
す
。

野
崎　

鳥
獣
捕
獲
後
の
処

分
・
埋
設
な
ど
の
指
導
、
助

言
は
。
施
設
の
設
置
要
望
は

あ
る
の
か
。

町
長　
指
導
し
て
お
り
、
処

分
に
係
る
施
設
の
設
置
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　

イ
ノ
シ
シ
の
肉
と
、

野
菜
・
山
菜
の
放
射
線
量
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

町
長　
イ
ノ
シ
シ
肉
の
今
年

5
月
捕
獲
の
も
の
で
63
ベ
ク

レ
ル
、
7
月
で
34
ベ
ク
レ
ル
。

野
菜
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ご
み
は
セ
シ
ウ
ム
の
検
出

が
な
く
、
こ
し
あ
ぶ
ら
は
２

点
検
査
で
1
キ
ロ
当
た
り
79

ベ
ク
レ
ル
と
２
７
６
ベ
ク
レ

ル
。
チ
チ
タ
ケ
は
１
４
０
８

ベ
ク
レ
ル
で
す
。

野
崎　
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員

は
一
定
期
間
、
専
従
隊
員
を

確
保
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
24
名
任
命
し
て
い
る

現
行
体
制
で
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

鳥獣被害に遭わず収穫間近な「しょうが」
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一 般 質 問一 般 質 問

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
町
も
、
超
少
子
、
超
高
齢

社
会
に
入
り
、
農
家
人
口
の

減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

空
き
家
、
空
き
店
舗
の
増
加

に
拍
車
が
か
か
り
、
伝
統
行

事
な
ど
も
継
承
し
て
い
く
の

が
困
難
に
な
り
、
消
滅
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
未
曾
有
の
社

会
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
し
て
も
、
町
民

の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め

に
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

町
民
が
町
に
誇
り
と
生
き
が

い
を
感
じ
、
安
心
な
暮
ら
し

を
持
続
可
能
に
し
、
眠
っ
て

い
る
町
の
観
光
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、
観
光
を
促
進
し
、

交
流
人
口
を
拡
大
し
て
活
性

化
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

藁
谷　

三
株
山
、
鎌
倉
岳
、

竹
貫
城
跡
に
、
２
人
乗
り
モ

ノ
レ
ー
ル
の
観
光
事
業
で
ま

ち
お
こ
し
を
す
る
考
え
は
。

町
長　
今
後
、
モ
ノ
レ
ー
ル

に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
有
効
で
あ
る
か
を
検
証

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
町
の
土
地
、
町
道
の

法
面
に
花
な
ど
を
植
栽
し
て

い
る
町
民
に
行
政
支
援
や
表

彰
す
る
考
え
は
。

町
長　
道
路
脇
等
の
花
の
植

栽
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

団
体
に
よ
り
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

２
人
乗
り
モ
ノ
レ
ー
ル
の
観
光

事
業
で
ま
ち
お
こ
し
を
す
る
考
え
は

有
効
で
あ
る
か
を
検
証
し
、
検
討
し
て
い
く

町
長

そ
の
苗
と
肥
料
に
つ
い
て
は

町
と
県
が
連
携
し
、
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
表
彰
に
つ
い

て
は
町
独
自
で
の
表
彰
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
に

福
島
県
道
路
愛
護
会
長
表
彰

お
よ
び
国
土
緑
化
石
川
地
方

推
進
委
員
会
功
労
者
表
彰
を

豊かな自然を体感できるモノレール
（提供：徳島県三好市観光協会）

地元の方が手入れする町道脇の花壇

藁
谷　
町
職
員
提
案
を
活
用

し
町
を
活
性
化
す
る
考
え
は
。

町
長　

職
員
に
対
し
て
は
、

日
頃
か
ら
「
創
意
」
と
「
工

夫
」
に
よ
り
事
業
の
構
築
を

す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
ま
で
も
機
会

あ
る
ご
と
に
提
案
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
提
案
に
は
、
積
極

的
に
耳
を
傾
け
、
町
の
活
性

化
に
繋
が
る
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
道
の
法
面
に
花
を
植
栽
し
て
い
る

方
に
行
政
支
援
や
表
彰
す
る
考
え
は

苗
と
肥
料
は
、町
と
県
が
連
携
し
て
配
布
し
て

お
り
、町
独
自
で
の
表
彰
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

町
長

町
内
の
団
体
が
受
け
た
実
績

は
あ
り
ま
す
。

藁
谷　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
写
真
を
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や

町
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
活
用
す
る
考
え
は
。

町
長　

町
の
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
使
用
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
、
越
代
の
サ
ク
ラ
祭
り

流
鏑
馬
フ
ェ
ア
の
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り

ま
す
。
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緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

　
古
殿
町
の
人
口
は
、
昭
和

の
合
併
以
来
減
少
の一
途
を

た
ど
り
、
昭
和
四
十
年
代
に

過
疎
地
域
指
定
を
受
け
、
道

路
網
の
整
備
・
教
育
施
設
・

産
業
振
興
施
設
等
の
財
源
に

充
当
さ
れ
、
人
口
減
少
抑
制

に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
の
少
子
化
、
首
都
圏
一
極

集
中
に
よ
る
人
口
流
出
に
よ

り
町
の
人
口
は
五
千
人
を
下

回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

緑
川　
現
在
、
古
殿
町
が
実

施
し
て
い
る
人
口
減
少
抑
制

人
口
減
少
対
策
は

効
率
的
・
効
果
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り
が
基
本

町
長

対
策
は
。

町
長　
町
で
は
４
月
に
配
布

し
て
お
り
ま
す￢ふ
る
ど
の
暮

ら
し
ガ
イ
ド
」
に
掲
載
し
て

い
る
「
子
育
て
・
教
育
」
に

関
す
る
各
種
事
業
を
展
開
し

若
者
が
安
心
し
て
定
住
で
き

る
環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
事
業
を
更
に
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

緑
川　
次
年
度
以
降
、
計
画

し
て
い
る
人
口
減
少
抑
制
対

策
は
。

町
長　
平
成
28
年
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
￢
古
殿
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
、「
移
住
・

定
住
の
促
進
、
若
い
世
代
の

就
労
・
雇
用
創
出
及
び
子
育

て
支
援
に
係
る
生
活
環
境
基

盤
の
整
備
、
今
後
の
人
口
減

少
・
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

た
効
率
的
・
効
果
的
な
社
会

基
盤
づ
く
り
」
を
基
本
と
し

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
若
者
定
住
化
促
進
の

た
め
の
具
体
策
は
。

町
長　
子
育
て
・
教
育
に
関

す
る
独
自
の
事
業
を
打
ち
出

し
、
若
者
が
定
着
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

緑
川　
旧
保
育
所
跡
地
の
造

成
計
画
は
。

町
長　
高
齢
者
居
住
施
設
の

整
備
事
業
を
基
本
と
し
、
よ

り
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

緑
川　
空
き
家
の
有
効
活
用

計
画
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
具

体
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空

き
家
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

持
ち
主
の
同
意
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

元気いっぱいの園児たち

有効な利用が期待される保育所跡地
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佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

　
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
絵

本
と
触
れ
合
う
と
き
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
絵
本
を
通
し

て
、
親
の
愛
情
に
満
ち
た
言

葉
で
語
り
か
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
心
が
豊
か
に
な
り
、
情

緒
が
安
定
し
、
親
子
の
愛
着

の
形
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
県
内
で
も
33
の
自
治
体
で

事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

育
て
支
援
の
観
点
、
母
子
保

健
の
観
点
、
町
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

木材にレーザーでイラストを描く体験

乳幼児向けの楽しい絵本

事
業
の
考
え
方
・
取
り
組
み

が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長　
ゼ
ロ
歳
児
に
絵
本
を

開
く
楽
し
い
体
験
と
、
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事
業
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
と
類
似
す
る
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
る
か
。

町
長　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
絵
本
を
購
入
し
、
乳
幼
児

健
診
・
相
談
、
母
と
子
の
広

場
の
際
に
絵
本
と
触
れ
合
う

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
協
議
・
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
木
育
」
は
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
対
象
に
し
た
生

涯
に
わ
た
る
幅
広
い
活
動
で

す
。
木
に
対
し
て
理
解
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
、
鋭
い
感

性
や
自
然
へ
の
親
し
み
、
森

林
や
環
境
問
題
に
対
す
る
基

礎
を
育
む
も
の
で
す
。

　
森
林
の
ま
ち
と
し
て
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
推
進
は

今
後
、検
討
し
て
い
き
ま
す

町
長

「
木
育
」の
推
進
に
取
り
組
ん
で
は

必
要
性
を
含
め
今
後
検
討
し
ま
す町長

更
な
る
長
期
的
な
振
興
を
考

え
た
場
合
、
小
さ
い
時
か
ら

木
・
森
林
に
親
し
む
こ
と
で

木
育
の
推
進
を
図
る
べ
き
観

点
か
ら
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
「
木
育
」
に
関
し
て

の
認
識
は
。

町
長　
環
境
問
題
に
対
す
る

理
解
の
基
礎
ま
で
含
む
大
切

な
活
動
と
認
識
し
ま
す
。

佐
藤　
「
木
育
」
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
か
。

町
長　
こ
ど
も
園
で
は
、
木

の
お
も
ち
ゃ
を
玩
具
と
し
て

利
用
す
る
と
と
も
に
、
小
学

校
で
は
、
森
林
環
境
学
習
や

「
緑
の
少
年
団
委
員
会
」
の

活
動
、
中
学
校
で
は
、
役
場

職
員
の
指
導
で
森
林
環
境
学

習
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
に
よ

る
体
験
な
ど
実
施
し
て
い
ま

す
。

佐
藤　
「
木
育
」
の
新
た
な

取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
小
中
学
校
お
よ
び
公

民
館
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

植
樹
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
必
要
性
を
含
め
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
１
歳
を
迎
え
た
お
子

さ
ん
に
、
町
の
森
林
認
証
材

で
作
ら
れ
た
木
製
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
必
要
性
を
含
め
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
「
木
育
」
の
た
め
の

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　
必
要
性
を
含
め
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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改築が予定されているコスモス荘

児童クラブで運動する子供たち

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
今
夏
の
異
常
と
も
思
え
る

暑
さ
の
中
で
、
子
供
た
ち
の

体
調
に
つ
い
て
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
大
変
心
配
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
特
に
古
殿
小

体
育
館
を
中
心
と
し
た
学
童

保
育
は
、
空
調
管
理
が
ま
ま

な
ら
な
い
中
で
の
厳
し
い
暑

さ
に
、
体
調
を
維
持
す
る
の

が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
保
護
者
か
ら
は
ど
ん

な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か
。

町
長　
暑
さ
対
策
を
希
望
す

る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

岡
部　
子
供
た
ち
の
体
調
は

ど
う
把
握
し
た
の
か
。

町
長　
指
導
員
が
今
ま
で
の

夏
以
上
に
、
様
子
に
気
を
配

り
、
少
し
で
も
変
化
が
あ
れ

ば
声
か
け
や
検
温
を
実
施
し

ま
し
た
。

岡
部　
施
設
の
温
度
管
理
は

ど
う
対
処
し
た
の
か
。

町
長　
冷
房
の
あ
る
活
動
室

は
、
活
動
時
間
や
利
用
人
数

に
応
じ
て
エ
ア
コ
ン
の
温
度

管
理
を
し
、
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
窓
や
扉
を
開
け
て
風

が
入
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

岡
部　
体
調
を
く
ず
し
た
児

童
は
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
コ
ス
モ
ス
荘
施
設
改
築
が

予
定
通
り
の
方
向
で
動
き
出

し
て
い
ま
す
が
、
整
備
内
容

は
今
後
の
高
齢
者
の
動
向
に

絡
ん
で
相
当
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
高
齢
者
住
宅
建
設
も

最
終
的
な
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
は
あ

る
意
味
合
い
で
関
連
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
微
熱
が
出
て
医
療
機

関
を
受
診
し
た
児
童
が
１
名

お
り
ま
し
た
。

岡
部　
今
後
の
施
設
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
基
本
的
に
は
、
現
在

の
体
育
館
お
よ
び
校
舎
の
活

用
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て

今
夏
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
対
応
は

コ
ス
モ
ス
荘
改
築
と
高
齢
者
住
宅
建
設
は

今
ま
で
の
夏
以
上
に
気
を
配
り
ま
し
た

現
在
、
基
本
設
計
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

町
長

町
長

い
ま
す
。

岡
部　
今
後
の
指
導
員
の
配

置
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
今
後
も
利
用
人
数
や

現
場
の
状
況
に
応
じ
た
適
正

な
人
員
を
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

岡
部　
コ
ス
モ
ス
荘
改
築
は

ど
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　
現
在
、
改
築
に
係
る

基
本
設
計
を
ま
と
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
今
後
、
実
施
設

計
に
取
り
か
か
る
予
定
で
す
。

岡
部　
内
容
的
な
検
討
は
ど

ん
な
形
で
進
行
し
て
い
る
の

か
。

町
長　
今
年
度
は
現
在
ま
で

に
、
主
と
し
て
コ
ス
モ
ス
荘

職
員
と
間
取
り
や
配
置
、
部

屋
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

岡
部　
今
後
の
こ
と
を
考
え

た
特
徴
あ
る
施
設
内
容
は
出

て
き
て
い
る
の
か
。

町
長　
機
能
訓
練
室
や
、
地

域
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等

の
声
が
あ
り
ま
す
。

岡
部　
コ
ス
モ
ス
荘
利
用
者

で
冬
場
だ
け
高
齢
者
住
宅
を

希
望
し
て
い
る
方
は
い
る
か
。

町
長　
コ
ス
モ
ス
荘
利
用
者

を
対
象
と
し
た
調
査
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

岡
部　
高
齢
者
住
宅
が
過
疎

計
画
に
も
あ
る
季
節
住
宅
整

備
事
業
と
違
う
形
に
な
っ
て

き
た
こ
と
を
考
え
、
コ
ス
モ

ス
荘
に
冬
場
だ
け
の
居
住
と

い
う
施
設
内
容
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
基
本
的
に
は
、
コ
ス

モ
ス
荘
と
高
齢
者
住
宅
と
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
業
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・「 

地
域
と
の
共
生
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
」

・「 

高
齢
者
支
援
な
ど
へ

の
取
り
組
み
状
況
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
地
域
活
性
化
支
援
事
業
は

平
成
25
年
度
か
ら
本
年
度
ま

で
予
算
措
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
頑
張
る
活
性
化

団
体
へ
の
支
援
が
地
域
の
元

気
に
つ
な
が
り
、
地
域
お
よ

び
町
内
外
の
交
流
も
含
め
、

力
強
い
町
の
活
性
化
が
展
開

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
全
体
の
活
性
化
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
こ
の
支
援

は
必
要
と
思
い
ま
す
。
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
団
体
の
活

動
が
、
町
全
体
の
活
性
に
つ

な
が
り
ま
す
。
地
域
の
元
気

が
消
滅
し
な
い
よ
う
、
今
後

も
保
存
施
策
に
取
り
組
み
支

援
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

佐
川　
前
年
度
の
が
ん
ば
る

地
域
活
性
化
団
体
へ
の
支
援

は
何
団
体
か
。
そ
の
支
援
総

額
は
。

町
長　

22
団
体
に
対
し
て
、

総
額
３
９
１
万
８
千
円
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
地
域
の
頑
張
る
活
性

化
団
体
へ
の
支
援
事
業
は
、

今
後
も
町
活
性
化
に
大
き
く

期
待
で
き
、
継
続
す
べ
き
取

り
組
み
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
考
え
は
。

魚つかみに多くの来客でにぎわう越代のサクラ公園

伝統を引き継ぐ竹貫正調盆踊り

地
域
活
性
化
支
援
の
継
続
は

町
独
自
の
学
校
給
食
無
料
化
を

支
援
の
実
績
を
も
と
に
検
討
す
る

今
後
の
政
策
で
検
討
を
進
め
る

町
長

町
長

町
長　
現
行
制
度
の
補
助
金

交
付
要
綱
は
、
今
年
度
を

も
っ
て
効
力
を
失
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
31
年
度
か
ら
の
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
支
援
実
績
を
も
と
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
川　
地
域
の
元
気
が
消
滅

し
な
い
よ
う
、
町
伝
統
文
化

保
存
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
活
動
を
把
握
し
支
援
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

も
と
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

佐
川　
人
口
減
少
が
進
む
中

少
し
で
も
若
い
世
代
に
定
住

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

子
育
て
支
援
も
含
め
、
学
校

給
食
無
料
化
は
進
め
る
べ
き

施
策
と
思
い
ま
す
。

町
長　
今
後
の
子
育
て
支
援

政
策
の
中
で
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

Q　平成２9年３月一般質問から

図書館の土日開館テーマ

A　町長答弁

希望する町民のために、町の図書館を土日開
館しては。

利用者ニーズや公民館の職員配置を考慮する必
要があります。実態を把握し、実情に合った開
館を検討しています。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.43

多くの利用が期待される公民館・図書館

土日も開館しています

仕事で平日に図書館へ
来られない方などが、
たくさん来館できるよ
うになるね！

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

試行的に土日開館を実施
平成30年４月から休日開館を試行的に開始しました。町のホームページや館報
ふるどのなどで日程をお知らせしています。
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み ん な の ペ ー ジ

＊�現在会員は何人で活動して
いますか？

＊�どのような活動をしていま
すか？

　男性12人、女性25人の37人で活動
しています。
　会長は、井上孝郎さんです。

＊�鮫川沿いに花を植えて環境美化に努
めています。

＊�ボランティア活動を年４回行ってい
ます。

＊�区や公民館事業に積極的に参加して
います。

＊�ゲートボールやクロリティを楽しん
でいます。

＊�今後どのような活動をして
いきたいですか？

＊�今後、活動していくうえで、
課題は何かありますか？

　今やっている事業の中身を充実して
いきたいです。

＊�会員が少ないので、会員確保に努め
ていきたい。
＊�高齢者なので、交通の手段の確保が
難しい。
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議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.36

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月上旬

今回紹介するのは、

「上松川長寿会」のみなさん です。 

小正月の団子さしに参加した皆さん

花植えをする会員の皆さん


